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私の津波研究の経過
※冊子１、３ページ参照
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先祖備中高松城主 清水宗治が秀吉の水攻めに遭った。（映画の

ぼうの城」の最初に備中高松城水攻めシーンがでて、今回の東日

本大震災の津波をほうふつとさせるという事で、上映が1年半延期

された。）

↓
高松城水攻めの講演をする為水攻めの歴史、水害の歴史を調べ

ていた。

↓

１９９３年北海道南西沖地震の津波で２３０人が亡くなった。

↓

水害の中でも津波の被害が最も大きいと思い津波の研究を始めた。

↓

東北大震災の起こる２年前に山陽新聞のコラムに東南海・南海地

震の津波対策を書いた。

２００７年文部科学省発表



空のペットボトル大の津波への効果

① 昼はもちろん、夜でも浮き上がれる。

（東日本大震災で１０ｍ以上の津波の中、がれきの中にぽっかり空いた光の差し込む所へ泳いで上がって

行き、首が水上へ出て命拾いをしたといっていた。）

② ２０１１年春のNHKの水流実験で効果が証明

③ 東日本大震災の津波で牛舎の牛の縄をほどいて逃げたら、牛は数㎞上流まで流され、殆ど

の牛が助かった。

ペットボトルは、ただで手に入るし、河川の氾濫にも浮輪代わりになり、車に積んでおけば川で

溺れている人を助けることもできる。又、冬に震災に遭ったり遭難した時、沸かしたお湯を入れ

れば湯タンポがわりになる。更に、口部分をビニール紐で結んでおけば、体に結んで逃げれる。

津波対策表

表に書くことが行動の第一歩である。

２０１１年東日本大震災では、２万人の方が亡くなり、その９割以上が溺死である。

※冊子２ページ参照
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２Ｌ空のペット

ボトル所有数

① ①　　　　ｍ
ｍ ｍ ｍ ６７ｍ 個

② ②　　　　ｍ
ｍ ｍ ｍ ６７ｍ 個

（徒歩：時速4㎞＝67ｍ/分）

分

分

避難先までの所用時間

＝
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来る南海トラフ地震は、Ｍ９．１の予想

地質調査の結果 １７０７年は、日向灘も連動し４連動地震

次に起こる南海トラフ地震がＭ９．１と予想される理由

① １９４４年東南海Ｍ７．９、１９４６年南海Ｍ８．０は海溝型地震と

しては小さく、津波被害は殆ど無く、エネルギーが残っている。

② 過去、数百年に一度は４連動地震が起こっている。

③東海地震は、１５０年間起こってなく連動する場合が多い。

震源域 Ｍ（0.2上がると規模は倍に）

２０１１年東日本大震災 ５００㎞ ９．０

１７０７年南海トラフ地震 ７００㎞ ９．１（東日本大震災の１．５倍の規模）

3

※冊子３ページ参照



花房家・秋岡家古文書

２００７年岡山県発行の冊子では、来る津波の高さは、最高を３メートルと
予測。被害は液状化によるもので、津波の被害は殆ど無いと予測。

しかし
１８５４年南海地震の津波の被害について、岡山県東南部では、「海辺は
大津波が上がり、所に寄り人家とも一緒に引き退き申し由」とあり又、

岡山県児島では５メートル近い津波が来たと記録がある。 ※冊子４ページ参照
※冊子５ページ参照

私は、次の地震は倍以上の規模なので予測津波最高を高くすべきと主張。
※冊子６ページ参照

しかし
１８５４年南海地震で、関西では津波の被害は殆ど無く次に起こる津波予
測も最高３ｍだとして、私の主張は却下。

そこで
大阪城天守閣の方に大阪の津波の情報提供を依頼。
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大阪市では、１８５４年南海地震の津波高は２冊の文献で３ｍ、３冊で
６ｍの記録あり。しかし、大阪市は国の「中央防災会議専門調査会」
の想定を踏まえ、来る津波最高を２．９ｍに決定した。

↓

大坂城で１８５４年南海地震の津波被害の瓦版を発見。
※冊子７ページ参照

大阪城で２０１１年３月１９日からの特別展で公開した内容

↓

古文書に記載があっても、地方は中央の指針に従う事が判明

大阪町内の人 他国から来た人

１８５４年津波死者 ６５０人 数千人

１７０７年津波死者 ７５４人 １万６千人

大阪府はいち早く津波予想を３ｍから６ｍに引き上げた
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津波の危険に全国民が瀕している

大阪を例にとっても、都市ではその住民よりも、他から来た人が津波の

被害に遭う危険性が高い。

① 日本商工会議所青年部の全国大会が２月１７日～１９日に仙台市で開

催されたが、その会場は３月１１日の津波で被災し、２０日程前に発生

していれば多くの犠牲者がでた可能性がある。

大都市では多くの大会が開かれ、全国から人が集まり、津波の危険に

さらされる。

② ３．１１津波では、釜石市で津波のハザードマップで危険とされた地域

の人は殆ど助かり、犠牲者は安全とされた地域の人が殆どだった。

↓
津波の危険は他人ごとではないと肝に命ずべきだ
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追加資料（２０１４年１月）

２０１３年９月１日 ＮＨＫ ＭＥＧＡＱＵＡＫＥⅢ の番組で、東海地震の震源域が伊豆

半島の西から、伊豆半島の東まで広がってる可能性があると報道された。

→

↓

その結果

首都圏も南海トラフ地震の津波被害を直接受ける可能性が出てきた。

↓

東京・横浜・名古屋・大阪・神戸という日本の主要都市全てが南海トラフ地震の津波

被害にさらされている。
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企業自治体の防災

東日本大震災で同じ地域にあった２つの銀行の津波被害の例

・全員助かった銀行・・・・・何もせずにただ逃げた。

・全員亡くなった銀行・・・・重要物を金庫にしまっていた。

①人命第一に地震・津波が起こった時の防災マニュアルをつくる

べき。

②営業時間外に災害が起こる確率は４分の３と高く、その防災マ

ニュアルもつくるべき。

③企業・自治体・町内会は空のペットボトル大をビニール袋にまと

めて備えるべき。
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9

現在わかっている東海・東南海・南海・日向灘地震の記録

 ４１６年の南海トラフ地震が日本最古の記録→それ程、南海トラフ地震は、大きかっ

た証明。

 １８５４年以前の記録は、津波を伴っていた。

 ６８４年～１８５４年までの間に１００年ごとに６回、１５０年ごとに２回、２５０年に

１回 地震が起こっている。

紀元前０年前後　 東海・東南海・南海・日向灘 1498年7月 日向灘

４連動プラス琉球海溝 1498年9月 東海～南海
M9.5クラス（私の予想、次項参照） 1605年2月 東海～南海

 416年8月 日本書紀に地震の記録あり。 1707年10月 東海・東南海・南海・日向灘

日本最古の地震記録 ４連動　M９.１
 684年11月 東海～南海 1854年12月 東海・東南海　M８.４
 794年7月 巨大地震（岡山大学 今津準 1854年12月 南海・日向灘　M８.４

２０１１年４月発表） 1941年 日向灘　M７.８
 887年8月 東南海・南海 1944年12月 東南海 M７.9 (津波被害殆どなし）

 987年　 南海　徳島千光寺の絵馬より 1946年12月 南海　M８.０（津波被害殆どなし）

1096年12月 東海・東南海

1099年2月 南海

1361年8月
東南海・南海、伊勢神宮で
2011年資料発見

※冊子９ページ参照
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２０００年前の南海トラフ大津波

高知県での地質調査より推測

沖縄トラフ（震源域１０００ｋｍ）は、２０００年前に大きく隆起。過去６０００年間

に３回大きく隆起（周期１５００年～２０００年）

２０００年前に南海トラフと沖縄トラフが連動し、次に同じ規模の地震が起こ
ると震源域は１７００ｋｍ、Ｍ９．５クラス。

↓
影響は日本だけでなく諸外国にも及ぶ

堆積物 津波高 Ｍ

１７０７年 １５ｃｍ ２５ｍ ９．１

２０００年前 ５０ｃｍ ８３ｍ？ ９．５クラス

調査して対策を考え諸外国にも教えるべき
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地域の防災計画は、その地域の災害の歴史を基に作るべき。各地域

の南海トラフ地震の津波対策が国の方針のみにより立案されているのは
誤りで、その地域の過去の被害に基づいた計画にすべきと考え、総社地
域及び岡山県の災害を調べ、紀元５６７年からの災害を記した。

総社地域の災害の歴史は、河川氾濫の歴史であり、数百年に一度の

洪水への備えをすべきである。空のペットボトル大は、洪水にも救命道具
となる。

岡山県では、津山藩のみが災害を記録していて、他藩は取り潰しを恐
れてか記録がない。

→過去の調査は、庄屋、名主の記録からするべき。

総社市は、この冊子の調査に基づいて洪水のハザードマップを作成し全
戸に配布した。

２０１３年４月環境省は地球温暖化の影響で今世紀末に河川氾濫の確率
が最大４．４倍になると発表した。
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岡山県総社地域の災害の歴史
※冊子１１ページ参照



深夜の津波に対して

・ 深夜でも観測出来る人工衛星を打ち上げ、消防・警察・自衛隊etcで、監視体制

の構築。

・ コンビニ等深夜営業店舗を津波警報の拠点とし、国が津波警報の拡声器・発電

機を設置する。

・ 住民には、空のペットボトル大とラジオを用意させ、携帯電話のカメラのライト機

能を懐中電灯として使えるよう指導する。
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来る南海トラフ津波には想定外がないように

・ （昼・夜）×（平日・土日祝）×（満潮・干潮）×（台風・大雨）
×（マグニチュード）×（地形）×（堤防・道路の破壊）×etc

・ どの組み合わせでも対応出来る防災システムを作るべき。

・ その為には、地震学者、地質学者、科学者etc を総動員する。

防災を科学する
※冊子２７ページ参照



３．１１震災後、地方自治体の対応

岡山県 防災委員会を立ち上げ、知事が内閣府へ南海トラフ津波への対策を

要望

↓

その後、２０１２．３．１１内閣府検討委員会の発表を受け、各自治体は国の

出した予測に基づき次のように、津波最高予測を行っている。

太 平 洋 側 従来予測を倍にして津波最高予測を２０ｍ～３４ｍに引き上げた。

瀬戸内海側 岡山県 ３．４ｍ → ３．７ｍ

大阪府 ３．２ｍ → ４．０ｍ

広島県 ４．０ｍ → ３．６ｍ
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津波最高予測を３ｍから６ｍへ変更

岡山県への働きかけ ※冊子２８ページ参照

内閣府検討委員会の発表 ※冊子３１ページ参照

つなみの冊子の内容はホームページにあります。 総社商工会議所 検索 ☜



おわりに

私が津波についての講演をして、今までに「じゃあペットボトル

大を用意しよう！」と言った人はあまりいません。

しかし、「徳島にいる子供に伝えよう！大阪にいる子供に伝えよ

う！」と言った人はいます。

そこで日本人はあなたが危険だと言っても行動しない。大切な

人が危険だと言ってはじめて行動するのだと思いました。

そこで

目を閉じてください。
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15

あなたの大切な人を思い浮かべて下さい。

その人が南海トラフの津波の危険にさらされるとしたらどうしますか？

目を開けて下さい。

あなたの大切な人に伝えて下さい。

全国民が南海トラフの津波被害に遭う可能性がある。

津波が発生したら自分ともう一人の命を救う為にペットボトル大２個を

持ち一刻も早く逃げる事。

この事をあなたの大切な人に伝えて下さい
と・・・
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